
 

 営農経済トピック№467 

平成２９年２月２７日 

ＪＡ群馬担い手サポートセンター 

  

（今週のメニュー） 

１．「平成２８年度群馬県ＪＡ－ＴＡＣ交流会」取組事例紹介について（別添）         

（ＪＡ群馬担い手サポートセンター） 

２．園芸作物生産実証農場情報 「ハウスナス、初定植」について 

  （ＪＡ群馬担い手サポートセンター） 

３．園芸販売課情報 青果物の市場概況について（園芸部 園芸販売課） 

４．園芸資材課情報 農業用生分解性フィルム「ビオフレックスマルチ」について（別添） 

  （園芸部 園芸資材課） 

５．気象情報（ＪＡ群馬担い手サポートセンター） 

 

 

 

1 「平成２８年度 群馬県ＪＡ－ＴＡＣ交流会」取組事例紹介について 

（発信部署：ＪＡ群馬担い手サポートセンター） 

内  容： 

 

「平成 28年度群馬県ＪＡ－ＴＡＣ交流会」受賞者の取組事例をご紹介します。 

今回ご紹介するのは、ＪＡ前橋市営農部営農サポート課 吉田 友駿さんの取組みです。 

 

「バンカーシートを使用した施設キュウリの試験栽培」 

 

 ※詳細は別添資料をご覧ください。 

 

 

 
 

 

＜ＴＡＣ活動優秀表彰者 一言アンケート＞  

 

ＪＡ前橋市 吉田 友駿さん 
 

１．趣味：音楽鑑賞 

 

２．好きな食べ物：肉、ラーメン 

 

３．座右の銘：感謝の気持ちを忘れない 

 

４．受賞された今のお気持ち：協力していただいた皆様に感謝！！ 



 

2 園芸作物生産実証農場情報 

「ハウスナス、初定植！」について 

（発信部署：ＪＡ群馬担い手サポートセンター 園芸作物生産実証農場情報） 

新たに設置した農場で「ナスの長期収穫実証」にむけ２月２４日ナス苗を定植しました。 

  品種については２品種で、黒光り良品多収性の「式部」を同日ハウス一棟に定植し、今

後もう一棟に、単為結果性を持っている「あのみのり」を定植する予定です。 

    「式部」 

3 園芸販売課情報 青果物の市場概況について 

（発信部署：園芸部 園芸販売課） 

内  容： 

２月１３日 ～ ２月１８日 ２月２０日 ～ ２月２５日

高値  安値 高値  安値

はくさい （  13㎏）ＤＢ ２,１６０ ～ ８６４　 １,９４４ ～ ７５６　

ほうれん草 （　200g）袋 １１９ ～ ４３　 １０８ ～ ５４　

むきねぎ （   5㎏）ＤＢ ２,３７６ ～ ７５６　 ２,３７６ ～ ８６４　

山うど （   2㎏）ＤＢ １,８３６ ～ ５４０　 １,６２０ ～ ５４０　

しゅんぎく （　150g）袋 ９７ ～ ５４　 ８６ ～ ５４　

にら （　100g）束 ９７ ～ ７０　 ８６ ～ ５９　

きゅうり （   5㎏）ＤＢ ２,４８４ ～ ７５６　 ２,３７６ ～ ５４０　

トマト （　 4kg）ＤＢ １,７２８ ～ ７５６　 １,７２８ ～ ６４８　

生椎茸 （　100g）ﾄﾚｰ １４０ ～ ７６　 １４０ ～ ７６　

いちご （　300g）ﾊﾟｯｸ ４３２ ～ ２１６　 ４３２ ～ ２１６　

品　名

 



 

4 園芸資材課情報 

農業用生分解性フィルム「ビオフレックスマルチ」について （別添） 

（発信部署：園芸部 園芸資材課） 

 

内  容： 

アキレスの「ビオフレックスマルチ」は、グリーンプラ・バイオマス認証品です。 

土中の微生物により最終的に水と二酸化炭素に分解するので環境に優しく、 

使用後の片づけの手間も軽減する生分解マルチフィルムです。 

ポリマルチと同等の強度と効果があり、通常の機械展張が可能。地温上昇効果や 

雑草防止効果にも優れ、作物の良好な生育を促します。    

 

※詳細は別添資料をご覧ください。 

 

 

お問い合わせ先 

   全農群馬県本部 園芸部 園芸資材課まで ℡０２７－２２０－２２９１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

5 
気象情報 

（発信部署：ＪＡ群馬担い手サポートセンター） 

内  容：気象経過（前橋気象台 標高１１２ｍ） 

 
 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   放送予定 

本放送：月曜日 ２１時００分～２１時３０分 

再放送：日曜日  ８時００分～ ８時３０分 

 

＜今週の放送予定＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

＜次週の放送予定＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             ＪＡ群馬担い手サポートセンター 生産対策課 

                   （TEL：027－220－2046  FAX：027－220－2024） 

 

（第１２４８回） 「ミルクカップドッジボール選手権大会」 
 

放  送  日：２月２７日（再放送日：３月５日） 

内     容：2/4 に開催された「ミルクカップドッジドール選手

権大会」の模様をご紹介します。 

（第１２４９回） 「ミルクカップドッジボール選手権大会」 
 

放  送  日：３月６日（再放送日：３月１２日） 

内     容：2/11に開催された「ごはん・お米とわたし」作文・

図画コンクールの表彰式の様子をご紹介します。 

 

 



 

様式－２

タイトル 「バンカーシートを使用した施設キュウリの試験栽培」

①活動時期： 平成２７年１２月　～　平成２８年７月

③取引形態の特
徴：

平成２８年度　ＴＡＣ取組事例報告

（ＪＡ前橋市）

（報告者）　ＪＡ前橋市営農部営農サポート課　　吉田　友駿

＜対象となる地域農業の担い手の営農状況＞

②地域農業の担い手

まず、群馬県中部農業事務所の担当、天敵業者と合同で調査方法を決めることにした。調査方法は、１株４
葉×５株×３区＝６０葉の中にスワルスキーと、害虫の数を１か月に２回くらいを目視で増減を確認する方
法とした。これを６月のバンカーの放飼前から１０月栽培終了までの間に調査を行う。農薬も極力バンカー
に影響ないものを使っていただくように依頼したが、アザミウマが増えてしまって生産者へ迷惑をかけても
いけないので、その時は天敵防除から農薬防除へ切り替えていただくように説明をした。

　・類型：個人、農業生産法人、認定農業者

　・主要作物：施設きゅうり・栽培面積：１０ａ　　　　　　　・他特徴：抑制、促成

＜事業効果(担い手の手取り向上)：取扱数量・金額＞

天候等の条件もあるので一概にスワルスキーの効果が結果を生んだものかは分からないが、前年に比べて出
荷数量が１７６袋増加し、販売額が約２５０,０００円増加した。

バンカーは天敵資材で長期間保管することができない。またオランダに発注する為、納品
までの期間が１週間かかる。使用時期を見極めて発注することが重要である。

＜取組のポイント＞

＜販売手法（新たな販売チャンネル）＞

①開始時期：平成２９年度　施設キュウリ時期

　バンカーを調査するうえで、バンカーは主に葉の裏にいることが多い。光を当てることによりカブリダニ
も動くことが多いので、光を当てながら調査を行った。バンカー以外にもハダニやアブラムシといった害虫
の調査も行った。

②販売内容：バンカー

＜提案した作物＞

①作物名：施設キュウリ

②作付面積：１０a

＜対象となる担い手に提案するに至った背景･･･担い手のニーズ＞

近年生産者は露地ナス栽培でアザミウマが発生して対処に困っているところ、ＪＡに生産者から「何か良い
防除方法はないか？」と相談を受けた。施設のキュウリでは前橋市粕川地区で天敵のスワルスキーカブリダ
ニを使用している生産者も多くいる。施設キュウリのスワルスキー使用者からは作業的にも負担は減るし、
害虫に対する効果も大きいという評価している人も多い。
　全農ぐんまよりバンカーシートの試験について相談してみることにした。

＜取組内容・提案内容＞

＜取組の成果、担い手の評価・声＞

　定植後にアファームを使うとスワルスキーに悪影響を及ぼすので6/5のバンカー放飼前にアファームを散布
した。バンカー放飼前にアザミウマの数を極力減らすためにも放飼前の薬剤散布は重要である。その後第１
回のバンカー放飼前の調査を6/12に行った。この時点での調査はアザミウマが葉っぱ１枚当たり２．３３と
多めである。6/13にバンカーを放飼する予定だったが、天候条件がよくないため翌日の6/14に放飼を行っ
た。6/23の調査ではアザミウマが増えてしまっている。これはバンカーの定着よりも先にアザミウマの定着
のが早くなってしまったことが原因にあると思われる。そこで6/28にバンカーへあまり影響を及ぼさない
チェスとプレオを散布した。そのこともあってか7/3の調査ではアザミウマの頭数も１枚当たり0.73と急激に
減少した。7/17の調査ではバンカーが減少してしまっているが、その後の調査ではバンカーも増殖し7/25の
地点では、1枚当たり１．４頭となり今回のバンカー調査での最高数になった。7/25以降もアザミウマよりバ
ンカーの数のが多くなり結果としては効果があったのではないかと思われる。
　担い手は初めてバンカーを使用し、農薬の制限等もあり気を使うことも多かったが効果もあるようだと
伺った。ただ値段も高価なものなので来年以降もバンカーは使うかわからないとのことだった。

 



 

 



 

 



 

 


